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気体状放射性物質による被ばく経路 
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雨, 飲料水, 河川水 
海水, 降下物 
 - - - 濃縮 
 

土, 海底堆積物, 牛乳 
 - - - 乾燥 
 

野菜, 葉, 海藻, 魚 
 - - - 灰化  
 
 
 

  全α・全β測定 
  γ線核種分析 

原図出典：日本原子力研究所東海研究所 

保健物理部パンフレット（1999）より 



放射線リスクの一般表示 

• 職業被曝, 公衆被曝, 医療被曝 

 

 

• 計画（通常）被曝, 緊急時被曝, 現存被曝 
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リスクのバンド表示 

100 mSv/年以上 ： 極めて大きなリスク 
      

20 – 100 mSv/年 ： 大きなリスク 

1 – 20 mSv/年   ： 中程度のリスク 

1 mSv/年 以下  ： 小さなリスク 

0.01 mSv/年        :    極めて小さなリスク 
     

 計画被ばく、現存する被ばく、緊急時被ばく  

 



    

 被曝の様態 
 
計画被曝状況（通常の被曝状況） 
 
緊急時被曝状況 
 
現存する被曝状況 



    

 

中２階 
 
☆緊急時被曝状況 
 
 
       △現存する被曝状況 
 
 
               ○計画被曝状況 
              （通常の被曝状況） 
 



   公衆のための放射線防護基準 

平常時における基準 
 

  線量限度（法令上の規制値） 
         1 mSv/y   (実効線量) 
         50 mSv/y  (皮膚),      15 mSv/y (目の水

晶体) 
 

緊急時における基準 
   

    20ー100 mSv/y 
    

現存する被爆状況における基準（復興期など） 
        

    1ー20  mSv/y 
 





環境汚染に対して取られた対策 
（チェルノブイリ原子炉事故）

+ 環境汚染の実態把握

+ 環境汚染の特性把握

+ 環境のクリーンアップ

a. 居住環境の除染

b.農地の除染

c. 森林の除染

+ 放射性廃棄物処分







発ガンについて 
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発がんを理解する 

• ガンは、既に、特別な病気ではない。 

 

• 生涯の発ガン死確率は、約0.3である。 

 

• 発ガンの原因は様々である。 
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自然放射線 

 

人工放射線 
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環境の放射能を理解する 

• 環境中の放射能は特別な存在ではない 

自然放射線 

• 外部被爆(宇宙線、大地)は0.8mSv/年 

• 内部被爆(空気-呼気、食品-人体)は1.6mSv/年 

人工放射線 

• 人工放射線は医療から約１mSv/年 

• 大気圏核実験による放射性降下物 
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2. 放射線・放射能の基礎 

空気 

宇宙 

大地 

人体 

自然界の放射線 



実際の環境モニタリング 

空間放射線量率の測定 

「平常の変動幅」 
との比較 

原因の調査・確認 

グラフ出典：日本分析センターHP 

環境放射線（能）データベースより 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                       東京電子専門学校 
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ご清聴ありがとうございました。 
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